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た
め
、
県
下
で
は
岡
山
市
、
倉
敷
市
、

津
山
市
、
玉
野
市
に
次
い
で
近
代
水

道
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
拡
張

工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
、

馬
塚
本
村
地
区
か
ら
正
田
広
瀬
地
区

ま
で
の
上
水
道
給
水
区
域
内
で
は
、

　

％
に
当
た
る
約
５
’８
０
０
戸
に

９９日
量
約
５
’０
０
０
�
の
飲
用
水
を

給
水
し
て
い
ま
す
。●

　
　
  
こ
ろ
で
、本
市
は
中
国
山
地
の

　
 　
 
麓
に
位
置
し
自
然
に
恵
ま
れ

た
条
件
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
地
形

的
に
は
岩
盤
の
上
に
集
落
を
形
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
平
野

部
の
都
市
の
よ
う
に
井
戸
を
掘
る
こ

と
に
よ
り
良
質
な
水
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
水
源
に
つ
い
て
は

創
設
期
よ
り
高
梁
川
の
河
川
水
に
生

活
用
水
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
の
水
道
事
業
の
拡
張
に
伴
い
昭
和

　

年
に
高
尾
浄
水
場
を
建
設
し
、
昭

３６和　

年
に
は
現
在
の
馬
塚
に
急
速
ろ

６１
過
方
式
の
近
代
的
浄
水
場
を
建
設
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
給
水
域
の
拡
大

　
　
  
見
市
の「
上
水
道
」
は
、
昭
和

　
　
  
４
年
に
高
梁
川
河
畔
の
明
治

町
に
浄
水
施
設
が
建
設
さ
れ
給
水
が

開
始
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で　

年
を

７９

迎
え
ま
し
た
。

　

当
時
の「
新
見
町
水
道
工
事
概
要
」

に
よ
る
と
、
疫
病
が
発
生
し
水
道
施

設
建
設
の
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
見
町
信
用
利
用
組
合
理
事
長

の
太
池
百
治
氏
ら
が
東
京
府
西
多
摩

郡
五
日
市
町
に
視
察
を
行
い
、
産
業

組
合
法
に
よ
る
組
合
事
業
と
し
て
水

道
整
備
を
計
画
し
、
岡
山
県
の
指
導

の
も
と
に
総
工
事
費
八
萬
五
千
円
で

完
成
し
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

は
「
本
工
事
ハ
交
通
機
関
ノ
整
備
ト

相
対
峙
シ
テ
本
町
百
年
ノ
計
画
ノ
完

成
ヲ
告
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
以
テ
他

日
ニ
誇
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
信
シ
哀

心
歓
喜
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
」
と
記

載
さ
れ
、
当
時
の
関
係
者
の
歓
び
の

様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

都
市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
保

健
衛
生
の
確
保
、
伯
備
線
全
線
開
通

に
伴
う
水
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る

現在の馬塚浄水場全景

新

と

〜
新
世
紀
の
水
道
を
目
指
し
て
〜

〜
新
世
紀
の
水
道
を
目
指
し
て
〜

〜
新
世
紀
の
水
道
を
目
指
し
て
〜
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昭
和　

年
代
か
ら
建
設
が
始
ま
り
、

３０

昭
和　

年
豪
雨
災
害
後
の
復
旧
工
事

４７

と
併
せ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
の
人

口
増
加
を
見
込
み
、
多
く
の
施
設
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
施
設
の
完
成

に
よ
り
、
農
家
の
水
汲
み
な
ど
の
労

力
の
軽
減
、
生
活
衛
生
の
改
善
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
一
部
未
普
及

地
域
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
拡
張

工
事
等
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
代
簡
易
水
道
、
哲
西
簡

易
水
道
な
ど
の
老
朽
化
し
た
施
設
・

設
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
改
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、道
路
改
良
事
業
・

下
水
道
事
業
な
ど
と
併
せ
て
送
・
配

水
管
の
移
設
工
事
を
実
施
し
、
配
水

管
路
の
改
善
を
行
う
こ
と
で
漏
水
を

防
止
し
経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
質
検
査
基
準
の
強
化

に
対
応
し
て
、
各
年
度
毎
の
水
質
検

査
計
画
を
策
定
し
水
質
基
準
の
達
成

を
図
る
ほ
か
、
浄
水
処
理
施
設
の
改

良
、
ポ
ン
プ
室
・
配
水
池
等
の
遠
隔

監
視
設
備
の
改
良
、
テ
ロ
対
策
等
に

対
応
し
た
施
設
整
備
・
巡
回
の
強
化

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
水
道
・
簡
易
水

道
と
も
そ
の
背
景
に
あ
る
様
々
な
歴

史
を
刻
み
な
が
ら
、
近
代
的
な
施
設

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
課
（
�
�
８
９
７
１
）

に
よ
る
水
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
岡
山
県
の
千
屋
ダ
ム
建
設
事

業
に
参
画
し
、
市
民
生
活
に
必
要
な

水
利
権
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
活
様
式
の
変
化
を
要

因
と
す
る
河
川
環
境
の
悪
化
に
よ
り

水
源
で
あ
る
高
梁
川
に
異
臭
味
障
害

が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
対

策
と
し
て
馬
塚
浄
水
場
に
「
上
向
流

式
高
度
浄
水
処
理
施
設
」
の
建
設
を

行
い
、
昨
年
８
月
か
ら
稼
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
自
然
の
川
底

の
小
石
な
ど
に
付
着
し
た
微
生
物
が

汚
濁
物
質
を
取
り
込
み
分
解
す
る

「
自
然
の
浄
化
作
用
」
を
、
人
工
装

置
の
中
に
組
み
入
れ
、
よ
り
効
果
的

に
再
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
お
い
し
い
飲
用
水
を
み
な

さ
ん
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
下
水
道
管
路
内
に
敷
設
し

た
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
利
用
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
の
自
動
検
針
を
行
う
計
画

を
進
め
て
お
り
、
一
部
で
は
既
に
検

針
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

●

　
  
方
、「
上
水
道
」
に
対
し
て
、
給

　
  
水
人
口
が
５
’０
０
０
人
以
下
の

施
設
は
「
簡
易
水
道
」
と
呼
ば
れ
、

山
間
地
の
周
辺
部
を
中
心
に　

の
施

２７

設
が
あ
り
、
給
水
戸
数
約
６
’１
５

０ 
戸
に
安
全
な
飲
用
水
を
安
定
供

給
し
て
い
ま
す
。
簡
易
水
道
施
設
は

高度浄水処理施設全景

粉末活性炭接触池

一
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４
月
１
日
、
新
見
公
立
短
期

大
学
は
�
公
立
大
学
法
人
�
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。　
　

　

新
見
公
立
短
期
大
学
は
、
１

９
８
０
年
に
公
立
の
女
子
短
期

大
学
と
し
て
「
誠
実
」「
夢
」

「
人
間
愛
」
を
理
念
に
開
学
し
、

以
来
、
学
科
増
設
や
男
女
共
学

化
な
ど
幾
多
の
変
遷
を
た
ど
り

な
が
ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
着
実
な
歩
み
を
進

め
、
今
で
は
中
国
・
四
国
・
九

州
地
区
の
短
期
大
学
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け

る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

看
護
、
幼
児
教
育
、
地
域
福
祉

の
専
門
職
と
し
て
の
高
い
知
識

や
技
術
と
、
豊
か
な
人
間
性
を

兼
ね
備
え
た
優
れ
た
人
材
を
全

国
各
地
に
輩
出
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高

齢
化
、
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
の
社
会
環
境
の
大
き
な

変
化
に
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に

対
応
で
き
る
機
動
性
と
柔
軟
性

に
富
ん
だ
大
学
の
管
理
運
営
を

短大の法人化について

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

行
う
た
め
組
織
改
革
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
大
学
の
運
営
主
体

を
新
見
市
か
ら
独
立
し
た
公
立

大
学
法
人
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
人
化
に
よ
り
、
大
学

の
自
主
性
が
さ
ら
に
確
立
さ
れ
、

目
標
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
創
意
工
夫
を
し
た
運
営
が

可
能
と
な
り
、
よ
り
魅
力
あ
る

大
学
づ
く
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
予
算
や
組
織
、
教
員
人

事
に
つ
い
て
も
、
理
事
会
、
経

営
審
議
会
お
よ
び
教
育
研
究
審

議
会
に
お
い
て
速
や
か
に
決
定
、

実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
学

運
営
に
経
営
的
な
感
覚
を
導
入

す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
前
述
の
理
念
の

も
と
、「
教
育
の
充
実
」
と
い

う
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

活
か
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
個

性
的
で
魅
力
あ
る
大
学
と
し
て
、

さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

みなさんの ま ち づ く り 活動 を応援します
●地域づくり支援交付金　●まちづくり推進事業補助金

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
み
な
さ
ん

が
、
地
域
の
個
性
や
自
主
性
を
活
か
し
な

が
ら
行
う
各
種
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
支
援
を
行
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金

�
対
象
団
体

　

大
字
単
位
以
上
で
地
域
住
民
の
多
く

が
参
加
し
、
規
約
、
会
計
お
よ
び
年

間
事
業
計
画
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

る
団
体
ま
た
は
法
人

�
対
象
事
業

　

将
来
構
想
を
持
っ
て
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
の
活
動
・

運
営
事
業

�
補
助
率

　

対
象
事
業
費
の
２
／
３
以
内

�
補
助
限
度
額　
　

万
円

５０

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

�
対
象
団
体

　

地
域
単
位
（
行
政
地
区
な
ど
）
で
組

織
さ
れ
る
団
体
ま
た
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
す
る
団
体

�
対
象
事
業

　

地
域
の
個
性
・
自
主
性
を
活
か
し
な

が
ら
地
域
の
活
性
化
、
世
代
間
の
交

流
促
進
、
他
地
域
と
の
交
流
な
ど
を

目
的
と
す
る
ソ
フ
ト
事
業

�
補
助
率

　

対
象
事
業
費
の
１
／
２
以
内

�
補
助
限
度
額　
　

万
円

５０

※
た
だ
し
対
象
事
業
費
が　

万
円
以
上

１０

で
あ
る
こ
と

■
注
意
事
項

　

本
年
度
中
に
実
施
、
完
了
す
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

■
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
国
、
県
等
他
団
体
か
ら
助
成
等
を
受
け

て
い
る
事
業

・
政
治
、
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
事
業
や

公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業

・
地
域
づ
く
り
と
は
認
め
ら
れ
な
い
事
業

・
備
品
の
購
入

・
飲
食
代
（
た
だ
し
、
料
理
教
室
の
材
料

費
、
会
議
の
茶
菓
子
代
は
除
く
）

・
地
元
住
民
に
対
し
て
の
報
奨
金
、
謝
金

・
他
の
団
体
や
事
業
等
へ
の
協
賛
金
、
寄

付
金
な
ど

■
申
請
期
限　

５
月　

日
�

３０

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係
（
�
�
６
１
１
４
）

　

大
佐
支
局
総
務
課　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

神
郷
支
局
総
務
課　

（
�
�
６
１
１
１
）

　

哲
多
支
局
総
務
課　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

哲
西
支
局
総
務
課　

（
�
�
２
１
１
１
）
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元
新
見
市
立
西
方
小
学
校
長
の
小
川
延
彦
さ
ん
（
法
曽
）

に
、
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
、
昭
和　

年
３
月
に
新
見
農
林
学
校
を
卒
業
後
、

１２

阿
哲
郡
思
誠
尋
常
高
等
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
約
５
年
間
兵
役
に
つ
か
れ
、
昭
和　

年
２２

か
ら
の
２
年
間
は
、
阿
哲
郡
石
蟹
郷
村
役
場
書
記
等
を
歴
任

し
、
昭
和　

年
か
ら
再
び
教
職
の
道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し

２４

た
。
そ
の
後
市
内
の
小
学
校
を
歴
任
し
た
後
、
昭
和　

年
４

４８

月
か
ら
新
見
市
立
足
立
小
学
校
の
校
長
に
就
任
し
、
昭
和　
５４

年
４
月
１
日
新
見
市
立
西
方
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
永
年
に
わ
た
り
子
弟
教
育
に
尽
力
し
、
郷
土
の
教

育
の
充
実
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
見
市
制
３
周
年
記
念
式
典
（
３

月　

日
）
に
お
い
て
、
新
見
市
政
功

３０
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
分
野
で
貢

献
の
あ
っ
た
個
人
並
び
に
団
体
の
み

な
さ
ん
に
市
長
か
ら
表
彰
状
・
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

有

功

表

彰

【
自
治
功
労
】

＊
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

義
國
仙
太
郎
（
神
郷
下
神
代
）

　

瀬
田　

民
子
（
神
郷
釜
村
）

【
地
域
医
療
】

　

太
田　

�
正
（
西
方
）　

　
 

田　

秀
治
（
大
佐
小
阪
部
）

　

松
尾　
　

豊
（
西
方
）　
　

　

仙
田　

尚
人
（
神
郷
下
神
代
）

【
教
育
】

　

故　

小
林
眞
壽
江
（
新
見
）

【
文
化
】

　

小
野　

忠
司
（
法
曽
）

【
地
域
振
興
】

　

三
上　

逸
正
（
法
曽
）

【
社
会
福
祉
】

　

宮
本　

寅
惠
（
哲
多
町
本
郷
）

　

畑
本　

英
子
（
高
尾
）

【
産
業
振
興
】

　

橋
本　

澄
男
（
神
郷
高
瀬
）

　

谷
村　

悦
子
（
菅
生
）

　

前
田
佐
一
郎
（
大
佐
永
富
）

　

法
曽
茶
業
組
合

　
　

（
組
合
長　

藤
井
利
丈
）

　

竹
本　

弘
（
哲
西
町
畑
木
）

　

松
本　

幸
市
（
哲
多
町
矢
戸
）

　

�
戸
川
木
材

　
　

（
代
表
取
締
役　

戸
川
睦
徳
）

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

岡
山
県
立
新
見
高
等
学
校

　
　

（
校
長　

冨
谷　

憲
一
）

善

行

表

彰

【
善　

行
】

　

赤
木　

盛
美
（
哲
西
町
上
神
代
）

　

新
見
子
供
読
書
会

　
　

（
会
長　

大
西　

映
子
）

　

新
見
市
民
運
動
推
進
協
議
会

　
　

（
会
長　

中
川　

初
美
）

【
寄　

附
】

　

母
袋　

俊
也

　
　

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

難
波　

滋
（
倉
敷
市
）

　

木
下　

昌
男
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

感　

謝　

状

　

�
備
中
路

　
　

（
代
表
取
締
役　

中
山　

源
雄
）

新
見
市
政
功
労
者
表
彰

　平成２０年４月１日付けで、公立大学法人

新見公立短期大学が設立され、理事長に難

波正義が任命されました。

公立大学法人新見公立短期大学

（
瑞
宝
双
光
章
）

高

齢

者

叙

勲

公立大学法人
新見公立短期大学の設立について

 
小  
川  
延 
彦
   

さ
ん
（
法
曽
・　

歳
）

お 

が
わ 
の
ぶ 
ひ
こ

８８
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栄
養
教
室

栄
養
教
室
参
加
者
募
集
！

〜
栄
養
委
員
養
成
講
座
〜

　

栄
養
教
室
と
は
、
健
康
づ
く

り
の
３
本
柱
で
あ
る
「
食
事
」

「
運
動
」「
休
養
」
に
関
す
る
知

識
を
学
習
し
、
教
室
終
了
後
は

地
域
で
栄
養
委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
栄
養
委

員
養
成
講
座
で
す
。

■
対
象

　

興
味
や
関
心
の
あ
る
方
、
男

女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
開
催
時
期　

　

平
成　

年
６
月
〜
平
成　

年

２０

２１

３
月
ま
で

　

（
毎
月
１
回
）

　

※
教
室
は
、
２
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

（
Ａ
コ
ー
ス
）
第
２
木
曜
日

　

（
Ｂ
コ
ー
ス
）
第
４
水
曜
日

　

都
合
の
よ
い
コ
ー
ス
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

新
見
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
金
谷
）

■
参
加
費

　

材
料
代
等
の
実
費

■
申
込
方
法  

　

健
康
づ
く
り
課
ま
で
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

５
月　

日
�

２３

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　
　

（
�
� 
６
１
２
９
）

第１回 教室のご案内

１）開催日時

　〈Ａ・Ｂコース〉

　６月１２日�　９：３０～

２）開催場所

　新見市保健福祉センター（金谷）

　２階研修室

新
見
市
奨
学
生
募
集

　

平
成　

年
度
新
見
市
奨
学
生
を

２０

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
保
健
・
福
祉
関
係
に
就

学
す
る
人
の
た
め
に
優
先
枠
を
１

人
ず
つ
設
け
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生　
１２

人
○
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課　

程
）
３
人

■
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る

人
が
新
見
市
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

・
経
済
的
事
情
に
よ
り
就
学
が
困

難
で
あ
る
こ
と

・
学
業
や
品
行
が
よ
く
、
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

■
貸
与
月
額

○
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

３
万
３
千
円

○
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）

　

１
万
４
千
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の

月
ま
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
締
切　

６
月　

日
�

１３

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
費
を

援
助
し
、
安
心
し
て
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
就
学
援
助
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費（
新
入
学
時
を
含
む
）、

通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

■
申
込
方
法

　

各
学
校
に
備
え
付
け
の
申
請
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１３

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
�
�
６
１
４
６
）

　

道
路
の
維
持
保
全
の
た
め
、
地

域
住
民
が
自
主
的
に
道
路
愛
護
の

目
的
を
も
っ
て
道
路
愛
護
会
を
組

織
し
、
次
に
掲
げ
る
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
報
奨
金
な
ど
を
支
給
し

ま
す
。　

　

道
路
は
日
常
生
活
を
支
え
、
経

済
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
大

変
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
私
た
ち

道路愛護

ご利用ください
奨学生・就学援助制度

（市道・市が管理する県道

の維持保全）に ご 協力 を

 お願いし ます 。
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岡山地方法務局新見支局からのお知らせ

６月１日は「人権擁護委員の日」

　新見人権擁護委員協議会と法務局では、「人権擁護委員

の日」の行事として、次のとおり無料・特設人権相談所

を開設します。

　予約は不要で、秘密は厳守しますので、この機会にぜ

ひご利用ください。

■開催日　５月３０日�

■開催時間

　まなび広場にいみ　　１０：００～１５：００

　おおさ総合センター　１０：００～１５：００

　神郷公民館　　　　　９：００～１２：００

　哲多総合センター　　９：００～１２：００

　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００

■問い合わせ先

　岡山地方法務局新見支局（��３１０３）

　毎年、５月１日から７日までの憲法

週間の記念行事として、無料法律・人

権相談所を開設しています。

　土地、家屋、交通事故、金銭の貸借、

離婚、相続、人権、子どもの非行・人

権、登記等の法律問題でお困りの人は、

ぜひご利用ください。（事前申込みは

不要です）

■日　時　５月７日�

■受付時間　１１：００～１４：００

■場　所　新見市新見１２２２

　岡山地方裁判所新見支部会議室

■問い合わせ先

　岡山地方裁判所新見支部庶務課

　（��００４２）

　〔受付時間：９時から１５時まで（正午から１３

時までを除く）〕

　※ただし、土・日曜日、祝日を除く

３．受付場所・問い合わせ先

　総務課　管財係（��６１２８）　

　※詳細については、新見市ホームページ

（http：//www.city.niimi.okayama.jp/）をご

覧ください。

１．対象営業品目

　・事務用品・印刷・図書・電気機械器具

　・医療機器・介護用品・自動車・灯油

　・清掃業務

　※上記対象営業品目のうち、入札に付さない

軽微なものも申請書の提出が必要となります

のでご注意ください。

２．受付期限　　

　５月３０日�まで

無料法律・人権相談所
開設のお知らせ

平成２０年度物品・役務の指名願いの受付について

が
共
有
す
る
大
切
な
財
産
で
す
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
正
使
用
、

通
行
の
妨
げ
に
な
る
行
為
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

■
道
路
愛
護
会
の
主
な
事
業　

①
道
路
の
草
刈
り
、
側
溝
清
掃
な

ど
の
環
境
美
化
活
動

②
区
域
内
の
道
路
の
維
持
補
修

③
道
路
の
崩
壊
箇
所
な
ど
の
報
告

④
災
害
発
生
等
緊
急
時
の
応
急
措

置
な
ど

■
愛
護
会
報
奨
金

①
道
路
の
環
境
美
化
活
動
実
施
延

長
に
対
し
1
’0
0
0
円
／
1

0
0
ｍ
（
た
だ
し
、
年
１
回
を

限
度
と
す
る
。）

②
事
業
実
施
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
料
（
た
だ
し
、
年
間

掛
金
3
0
0
円
／
人
を
限
度
と

す
る
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

維
持
管
理
課

　

（
�
�
６
１
３
１
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　市では、次の対象営業品目を取り扱う業者（個人商店を含む）を対象に、「物品購入」

および「役務提供」に係る指名願いの受付を実施しています。

　市が行う物品購入および役務提供の競争入札に参加を希望する業者は、必ず申請書を提

出してください。
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情報化推進員が説明に伺います 。
　市では、ラストワンマイル事業について、より多くのみ

なさんにご理解いただき、積極的に活用していただくため、

「情報化推進員」を配置しました。ＩＰ電話やパソコンの扱

い方、インターネット利用方法、ケーブルテレビの概要な

どについて、直接お伺いして説明しますので、お気軽にお

申し込みください。なお、料金は無料です。

■派遣申込・問い合わせ先

　情報政策課情報政策係（��６１１５）

光シティサポートセンター�
0120-964-761（通話料無料）�
【受付時間】10:00から18:00まで�

電話�

●本紙配付の際に、連絡先シールを同
封していますので、告知放送機器へ貼
ってください。�

①ＯＮＵ�
（通信用光変換器）�

②ルーター�
（通信伝送中継装置）�

③告知放送機器�

点灯�

点灯�

点灯�

点灯�

放送中は�
点滅します�

放送中は早�
い点滅にな�
ります�

音
量
調
整�

サービス加
入等の状況
により、点
灯状態が異
なります。�

放送が録音され
ている場合は点
灯になります。�

オー    エヌ    ユー�

機器に電源を入れた時の正常な状態は次のとおりです。これ以外の場合は、お手数ですが

「光シティサポートセンター」までご連絡ください。

ラ ス トワ ン マ イ ル事業

　市では、テレビ共聴組合が、ケーブルテレビに加入するため、受信施設を撤去処分する場合、そ

の経費の一部を補助します。

■補助対象施設（物件）　２戸以上が利用している共同受信施設（受信設備、ケーブル、柱、機器等）

※共同受信施設の端末等で、個人の家屋等のみに引き込まれているケーブルおよびそれらの附帯施

設は対象になりません。

■補助率　補助対象経費の１／３以内（限度額は５００万円）

■期間　平成２０年４月１日～平成２２年３月３１日

■問い合わせ先　情報政策課管理係（��３１５４）

※なお、個人アンテナ等の撤去後、廃棄物（粗大ごみ）として出す場合は市が無償で回収します。

　詳しくは生活環境課環境保全係（��６１２４）までお問い合わせ下さい。

テレビ共同受信施設撤去補助制度について

●ラストワンマイル相談専用電話（��６４００ 平日８：３０～１７：００）については、　情報政策課内に開設しています
のでご利用ください。

告知放送機器が故障した時は
「光シティサポートセンター」までご連絡ください。
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初めてのパソコン 　　

■内　容

　文字入力の基礎、インターネット体験（３回連続）

■対　象

　初めてパソコンに触る人、入門編から学びたい人

■日　時

　昼の部：５月２１日�、２２日�、２３日�

　　　　　　１０：００～１２：００

　夜の部：５月２８日�、３０日�、３１日�

　　　　　　１９：００～２１：００

■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１， ０００円（教材費別途）

■定　員　２０名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（初めてのパソコン５月・昼の

部または夜の部）、郵便番号、住所、氏名（男・

女）、年齢、電話番号を記入し、ハガキまたはＦＡ

Ｘで申し込みください。また、まなび広場にいみ

の受付にも申込用紙を備え付けています。（電話

での受付はできません）

■申込締切

　昼の部　５月１４日�　　夜の部　５月２１日�

■申込み・問い合わせ先

　〒７１８－００１１　新見市新見１２３－２

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７　ＦＡＸ�６１２０）

パソコン講座�パソコン講座�
５月

まなび広場にいみ主催

火災残さの
引受けについて

　市内で火災に遭われた際の火災残さについて

は、土橋の一般廃棄物最終処分場で引受けをし

ていましたが、満杯となったことから、火災残

さの引受けができなくなりました。

　６月１日以降に、火災により建物を焼損した

場合は、被災者で火災残さを処分していただく

こととなり、処理費用の１／３を補助（上限２０万

円）いたします。

　火災警報器・消火器などの設置や、火の取り扱

いには十分注意して火災を起こさないようにし

ましょう。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係

　（��６１２４）

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
情
報
等
の

発
令
に
つ
い
て

　

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工
場
の
煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
大
気
汚
染

物
質
が
原
因
と
な
り
、
大
気
中
に
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」（「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
）
が
発
生
し
ま
す
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
目
に
見
え
ま
せ
ん
し
臭
い
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
新
見
市
内
で
も
測
定
が
始
ま
り
、
濃
度
が
高
く

な
っ
た
際
に
は
、「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
情
報
」
や
「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

注
意
報
」
等
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
み
な
さ
ん
に

も
告
知
放
送
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

情
報
や
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
？

○
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
て
、
で
き
る
だ
け
屋
内
へ
入
る
。

○
屋
内
で
は
窓
を
閉
め
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
外
気
が
入
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

 

ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

○
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
目
が
痛
い
、
涙
が
出
る
。

○
の
ど
が
痛
い
、
せ
き
が
出
る
、
息
苦
し
い
。

○
頭
が
痛
い
、
吐
き
気
が
す
る
。

 

こ
れ
ら
の
症
状
が
出
た
と
き
は
？

○
う
が
い
や
洗
眼
を
行
い
、
室
内
で
安
静
に
す
る
。

○
症
状
が
速
や
か
に
改
善
し
な
い
と
き
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け

る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
�
�
６
１
２
４
）
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こ
の
た
び
、
新
見
市
制
３
周

年
の
記
念
式
典
に
お
い
て
、
新

し
い
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
市
民
憲

章
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

の
委
員　

名
は
市
長
か
ら
諮
問

１３

を
受
け
、
昨
年
８
月
よ
り
討
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
全
戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

３
２
４
通
も
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
応
募
者
は
６
歳
か

ら　

歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

８８
方
々
で
、
年
代
別
に
分
類
を
す

る
と
、
約　

％
が　

代
の
若
者

４０

１０

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
と
て
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
見

市
が
、
さ
ら
に
夢
と
希
望
の
も

て
る
「
ま
ち
」
に
な
る
こ
と
へ

の
期
待
感
の
表
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　　

「
千
屋
牛
」「
ア
テ
ツ
マ
ン
サ

ク
」「
ピ
オ
ー
ネ
」
に
決
ま
っ

た
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
、
結

果
的
に
市
民
の
方
々
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
最
も
人
気
が
高
か

っ
た
も
の
が
全
て
選
ば
れ
た
形

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
新
見
の
象
徴
と
し

て
、
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

産
業
・
観
光
の
振
興
な
ど
、
こ

の
シ
ン
ボ
ル
を
最
大
限
に
活
用

し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　　

次
に
市
民
憲
章
で
す
が
、
文

頭
を　

●に
 

・
●い
 

・
●み
 

　

の
一

字
と
し
、
俳
句
の
よ
う
に
「
五
・

七
・
五
」
で
表
現
し
ま
し
た
。

　　

ま
ず
�
に
�
で
は
、「
安
全
、

安
心
、
連
帯
協
調
の
ま
ち
」「
健

や
か
な
子
ど
も
の
成
長
」
を
主

題
に
、『
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
が

絶
え
な
い
賑
わ
い
の
中
で
、
市

民
み
ん
な
が
元
気
で
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
』
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
�
い
�
で
は
、「
歴
史
、

伝
統
文
化
の
継
承
」「
自
然
環
境

の
保
護
」
を
主
題
に
、『
先
人

か
ら
引
き
継
い
で
き
た
誇
り
あ

る
伝
統
や
文
化
、
緑
豊
か
で
美

し
い
大
自
然
を
大
切
に
し
、
そ

の
思
い
や
気
持
ち
を
子
ど
も
た

ち
や
そ
の
次
の
世
代
ま
で
永
遠

に
受
け
継
い
で
行
き
た
い
』
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
�
み
�
で
す
が
、「
教

育
や
文
化
」「
産
業
や
経
済
の
振

興
」「
明
る
い
未
来
へ
の
期
待
」

を
主
題
と
し
、『
産
業
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
、
市
民
み
ん
な
が

大
き
な
夢
や
志
を
胸
に
抱
き
、

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
明
る
い

未
来
や
社
会
を
切
り
開
き
、
創

造
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
』
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
市
民
憲
章
は
、

上
か
ら
順
に
�
現
在
��
過
去
�

�
未
来
�を
表
す
構
成
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
市
民
の
ど
な
た
に

も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
内
容
で

ま
と
め
て
い
ま
す
。　

新見市まちづくり審議会

 岡  崎 　 允  会長
おか ざき まこと

市
民
憲
章
と
シ
ン
ボ
ル
へ
の
思
い

　新しく制定した市民憲章とシンボル

をひとりでも多くの市民のみなさんに

覚えていただけるよう、市役所ロビーと

各支局玄関口に看板を設置しました。

■問い合わせ先

　企画課　（��６１１４）

看板を設置し まし た！

新見市まちづくり審議会委員

川添　里江

堂本　義春

大原　亀義

長江　昭子

沖田　敏幸

田村　成司

山口紀久子

岡崎　　允

山本　栄一

妹尾　生男

中島　元幸

吉田　政子

川上　彰人

（敬称略）
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選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
が
行
わ
れ
ま
す

　市では、多様化するニーズや社会環境に対応し、
活力あるまちづくりを推進するため、市内に在住・
在勤・在学の人から意見・提案・アイデア等をお
聴きする「市政懇談会～市長とフリートーク～」
を次のとおり開催します。都合のつく会場へぜひ
ご参加ください。

■問い合わせ先
　企画課企画広報係（��６１１４）
　大佐支局総務課　 （��２１１１）
　神郷支局総務課　 （��６１１１）
　哲多支局総務課　 （��２１１１）
　哲西支局総務課　 （��２１１１）

市民の声をお聞かせください。

“ 市長とフリートーク 
”

の
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

６
月
３
日
�
〜
７
日
�

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

■
縦
覧
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
５
２
）

会　　場開会開催月日

哲多総合センター１９：００５月１２日（月）

大井野地域交流ほっとサロン１９：００５月１６日（金）

神郷保健センター１９：００５月２１日（水）

畑木集会所１９：００５月２８日（水）

上市市民センター１９：００６月９日（月）

神郷公民館高瀬分館１９：００６月１７日（火）

夢ひろば萬歳１９：００６月１９日（木）

菅生市民センター１９：００６月２３日（月）

神郷公民館油野分館１９：００６月２５日（水）

おおさ総合センター１９：００７月１１日（金）

哲西公民館矢神分館１９：００７月１６日（水）

豊永市民センター１９：００７月２４日（木）

田治部中央公民館１９：００８月６日（水）

きらめき広場・哲西１９：００８月２０日（水）

山村開発センター１９：００８月２７日（水）

◯注 都合により日程等が変更になる場合がございます。

　市では、昭和５６年５月以前に建設された

住宅の耐震診断、補強計画作成、耐震補強

工事に対し、補助を行います。

●木造住宅の耐震診断
　又は補強計画作成補助
　費用４２,０００円／件

　（補助金額２８,０００円／件）

　先着１０件

●木造住宅の耐震補強工事費補助
　限度額３０万円／件（建て替えも対象）

　先着３件

　※事前に住宅の耐震診断を受け、補強計

画を作成する必要があります。また、

工事着工前に申請が必要です。

●税の優遇が受けられます
　木造住宅の耐震補強工事を行った場合、

所得税控除および固定資産税減額の優遇

措置を受けることができます。

　�所得税控除

　　耐震改修工事費の１０％（平成２０年１２月

３１日まで限度額２０万円）

　�固定資産税減額

　　３０万円以上の耐震改修工事を行った場

合、住宅の１２０㎡相当分を３年間

　　１／２に減額

●住宅耐震アドバイザー事業
　住宅の耐震化に関する相談を一級建築士

の資格を持つ職員が無料で相談に応じ、

簡易的な耐震診断等も行います。お気軽

にご相談ください。

■問い合わせ先

　都市整備課建築係（��６１１８）

木造住宅 の
耐震化を支援
します 。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

平
成　

年
６
月
２
日
登
録
の

２０

選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と

お
り
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の

異
議
申
し
出
の
機
会
を
保
障

す
る
た
め
の
も
の
で
、
登
録

漏
れ
や
無
資
格
者
の
登
録
、

記
載
事
項
の
誤
り
と
い
っ
た

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
も
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水
田
経
営
所
得
安
定
対
策 　
　
　
　

に
加
入 
し 
ま
せ
ん
か

　

こ
の
対
策
の
対
象
と
な
る
に
は
認
定
農
業
者
か
集
落

営
農
組
織
で
、
一
定
の
経
営
規
模
（
新
見
市
の
場
合
・

認
定
農
業
者
２
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
集
落
営
農
組
織　
１０

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
上
の
面
積
要
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
新
見
市
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
認
定
農
業
者
や
市
内
の
集
落
営
農
組
織
は
、
市

の
判
断
に
よ
り
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

①
意
欲
の
あ
る
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

  
「
新
見
市
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
認
定
農
業
者
や
市
内
の
集
落
営
農
組
織
は
、

経
営
規
模
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

②
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
等
を
緩
和
し
ま
す

　

５
年
以
内
の
法
人
化
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
法
人
化
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
交
付
金

の
返
還
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
経
理
を
一
元
化
し
て
い
る
こ
と
や
５
年
後

ま
で
に
地
域
内
の
３
分
の
２
以
上
の
農
用
地
を
集
積
す

る
目
標
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
受
付
が
始
ま 
っ
て
い
ま
す

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日
〜
６
月　

日
３０

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

■
対
象
者　

　
　

年
産
の
米
、
麦
、
大
豆
を
作
付
け
る
農
業
者

２０
■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
阿
新
農
産
課  

　
　

（
�
�
３
０
７
９
）

　

中
国
四
国
農
政
局　

地
域
第
２
課

　
　

（
�
０
８
６
�
４
２
４
�
１
０
７
７
）

（ 

）

品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策

　

こ
れ
ま
で
経
営
面
積
要
件
に
よ
り
加
入
で
き
な

か
っ
た
方
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

③
収
入
減
少
補
て
ん
金
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、　

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
減
収
に
対
す

１０

る
補
て
ん
で
し
た
が
、　

年
産
か
ら
は
加
入
者
の
選
択

２０

に
よ
り
、
最
高　

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
補
て
ん
を
受
け

２０

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生
産

調
整
の
達
成
が
必
須
条
件
で
す
。

④
加
入
申
請
手
続
き
等

　

加
入
申
請
時
期
が
４
月
〜
６
月
に
一
本
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
提
出
書
類
が
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
今
ま
で
よ
り
、
交
付
金
が
早
期
に
支
払
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

国
の
農
業
経
営
に
関
す
る
施
策
は
、
認
定
農
業
者

と
一
定
の
集
落
営
農
組
織
に
集
中
的
・
重
点
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
単
に
生
産
量
・
生
産

者
が
多
い
地
域
よ
り
も
、
生
産
者
の
中
で
認
定
農
業

者
や
集
落
営
農
組
織
の
割
合
が
高
い
地
域
を
重
点

的
に
支
援
し
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
と
は
、
自
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
む

や
る
気
と
能
力
の
あ
る
農
業
者
が
、
経
営
改
善
に
関

す
る
五
年
後
の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
方
策

を
内
容
と
す
る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
を
市
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
の
作
成
は
、
市
や
農
業

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

将
来
の
本
市
に
お
け
る
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

ま
た
、
自
ら
の
経
営
状
況
改
善
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も

認
定
農
業
者
に
な
る
こ
と
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
農
業
者
に

な
り
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係
（
�
�
６
１
３
３
）
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ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ご
み
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

減
量
化 
に 
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

埋立ごみ・粗大ごみを破砕して可燃ごみ・金属ごみ・埋立
ごみに分類し埋立ごみを埋立ます。�
焼却場で燃やしたごみの灰も埋め立てます。�
総工費２３億円、埋立予定年数１５年。１５年後には新しい
最終処分場が作られる保障はありません。�
　　１年でも長持ちするようにごみを減らしましょう。�

可燃ごみ� 焼却場�

燃やした灰を運搬�

埋立ごみ� 最終処分場�
（廃棄物処理センター）�

粗大ごみ�

過剰包装されたものや、不要なものは買わない。�
マイバックを持って行くなどして、レジ袋は、�
受け取らないようにしましょう。�

生ごみ�
畑でコンポスト等を使って肥料にしましょう。�
生ごみ処理容器を使って肥料にしましょう。�
（購入費補助金があります。（購入費の１/３、上限２万円））�

古紙�
資源ごみとして、新聞、雑誌、紙パックなどに分けて出しましょう。�
雑紙（ざつがみ）も分別して出すと、可燃ごみが減ります。�
（雑紙とは、封筒やお菓子の箱、ティッシュペーパーの箱などです。）�

古布�
資源ごみとして、古紙・古布の日に出しましょう。�

ペットボトル�
きれいなものは、資源ごみとして、びんの日に出しましょう。�

白色トレイ�
店頭回収などに出しましょう。�
�

乾電池や蛍光灯は家電販売店の�
自主回収に出しましょう。�

できるだけ修理して使いましょう。�
フリーマーケットなどに出すことも検討しましょう。�

焼けば焼くほど、燃料が必要で炉が傷みます。�
（クリーンセンター）�

�

　

可
燃
ご
み
の
処
分
に
は
、

施
設
維
持
費
や
燃
料
費
な
ど

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

努
力
に
よ
り
、
ご
み
は
減
ら

せ
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
買
い
物
を
す
る
時
は
、
買

い
物
袋
を
用
意
し
、
レ
ジ

袋
な
ど
を
受
け
取
ら
な
い
。

ま
た
過
剰
包
装
は
断
り
、

商
品
を
選
ぶ
際
に
も
包
装

が
簡
易
な
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

●
生
ご
み
が
出
な
い
よ
う
、

必
要
な
量
だ
け
を
買
う
よ

う
に
心
が
け
、
素
材
は
使

い
き
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

生
ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や

生
ご
み
処
理
容
器
で
堆
肥

化
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
生
ご
み
処
理
容
器
（
電

気
式
）
の
購
入
費
補
助
金

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
野
菜
な
ど
は
、
地
元
の
も
の

を
買
う
よ
う
に
心
が
け
、
袋

に
入
っ
て
い
な
い
も
の
な
ど

を
選
ん
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

再
資
源
化
に
ご
協
力
を
…
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
分
別

し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
ど
く
汚
れ
た
紙
等
以
外

は
、
ほ
と
ん
ど
が
再
資
源

化
で
き
ま
す
。
新
聞
、
雑

誌
、
雑
紙
（
ざ
つ
が
み
）、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
に

分
け
て
古
紙
の
日
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

●
古
布
も
資
源
で
す
。
分
別

し
、
古
布
の
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

●
白
色
ト
レ
イ
も
資
源
に
な

り
ま
す
。
分
別
し
、
店
頭

回
収
に
出
す
な
ど
再
資
源

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

（
哲
西
支
局
管
内
の
人
は
、

あ
き
び
ん
の
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。）

　

燃
や
す
と
資
源
に
な
り
ま

せ
ん
。

　

し
っ
か
り
と
分
別
し
資
源

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ

う
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

廃
棄
物

処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　

だ
よ
り

●●●●●●●ごみの減らし方

　

平
成　

年
度
に
み
な
さ
ん

１９

の
家
庭
か
ら
出
た
可
燃
ご
み

の
量
は
、
５
’０
８
４
ト
ン

で
、
昨
年
度
の
焼
却
量
５
’

２
４
２
ト
ン
か
ら
３
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成　

年
度
に
共
用

１９

開
始
し
た
処
理
セ
ン
タ
ー
の

埋
立
量
は
、
１
’３
２
１
ト

ン
で
全
体
の
５
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
が
埋
立
ら
れ
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
長
期
間
使
用
で

き
る
よ
う
ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
２
９
７
１
）
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■入居開始日　６月１日�

■申込方法　入居希望者は、５月１６日�までに、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。

　　　　　　申し込みに際しては、所得制限等がありますので、詳しくは都市整備課（��６１１８）にお問

い合わせください。

■団地名及び募集戸数

市営住宅 入居者募集

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者可 ３，３００円～ ５，６００円1３１.６９�木造平屋建２ＤＫ南高下４３（新見）

市営住宅

単身者可 ４，１００円～ ６，９００円1３４.２２�簡耐平屋建２ＤＫ南高下４５（新見）

単身者不可 ９，４００円～１５，６００円1４９.６０�簡耐２階建２ＤＫ唐松（正田）

単身者不可１２，５００円～１５，６００円1６５.９２�木造２階建３ＤＫ光吉（大佐田治部）

単身者不可１６，７００円～２７，６００円1７６.０９�木造２階建３ＤＫ神郷神代（神郷下神代）

単身者不可
※募集する部屋は２階です。

１３，７００円～２２，８００円1６１.８０�中耐３階建３ＤＫ哲西中央（哲西町八鳥）

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

受付を
開始し ます 。

　下水道の排水設備工事は、指定工事店以外では

施工できないことになっています。

　市の公共下水道などの排水設備工事を行おうと

する工事業者は、新見市公共下水道排水設備指定

工事店の指定を受けることが必要です。

　市では、次の要領で本年度の下水道排水設備指

定工事店の指定申し込みを受け付けます。

下水道排水設備指定工事店

６月から

■指定の要件

○下水道排水設備工事責任技術者が１人以上

専属していること

○工事の施工に必要な設備および器材を有し

ていること

○岡山県内に営業所があること

○その他（市税などの滞納がないこと）

■受付期間　６月２日�～３０日�

　　　　　　８：３０～１７：００まで

　　　　　　※閉庁日を除く

■申込み・問い合わせ先

　　　　　　下水道課（��６１３８）

新見市農業委員会委員
一般選挙立候補予定者説明会

　任期満了により実施される農業委員会委員一般

選挙の立候補手続きについて、次のとおり説明会

を開催しますので、立候補を予定している人は出

席してください。

　なお、当日、届出用紙等をお渡ししますので印

鑑をお持ちください。

■日時　６月１３日�　１５：００～

■会場　新見市山村開発センター

平成２０年度生き生き健康アップ教室

参加者募集
■目　　的　市民の健康維持と増進を図ります

　　　　　　（専門の指導者による指導）

■参加資格　中高齢者（概ね４５歳以上）

■期　　間　平成２０年５月～１１月

　（年間１０回：第１回は、５月２７日� ９：３０～）

■会　　場　まなび広場にいみ「小ホール」

■参 加 費　無料

■主　　催　新見公民館

■問い合わせ先　新見公民館（��４４０８又は�６１１０）

※参加申込書は「新見公民館」・「まなび広場にい

み（受付）」にあります。
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　第２５回哲多ふる里すずらんまつりを開催します。

ステージでは備中神楽や哲多中学校生徒による銭

太鼓などが催されます。また、会場では飲食や特

産品などのテント村も開かれるので、終日楽しめ

ます。

　ご家族やご近所でお誘い合わせのうえ、ぜひご

来場ください。

■問い合わせ先　哲多ふる里すずらんまつり実行委員会（阿哲商工会哲多支所��２１５４）

　　　　　　　　哲多支局経済建設課（��２１１３）

※駐車場は、てったせせらぎ公園
をご利用ください。

哲多総合センター・本郷小学校周辺で開催６月１日（日）
９：３０～１５：００

第第２５２５回回 哲多ふる里すずらんまつ哲多ふる里すずらんまつりり
家族みん

なで楽しもう!家族みん
なで楽しもう!家族みん
なで楽しもう!

「おかげさまで１０ 周年 ！ 感謝感激  GAT’ S １０  SH�WCHI」

第１０回
新見公立短期大学 大学祭

５月１０日（土）・１１日（日） ９：３０～

　豪華賞品が当たるビンゴゲーム、菓

子まき、バザーなどの楽しい催しがい

っぱいです。ご家族、お友達をお誘い

合わせのうえ、ぜひご来場ください。

■問い合わせ先

　新見公立短期大学鳴滝祭

　実行委員会（��８３５９・内線１５８）

◎チャリティーバザー
◎ミスコン
◎新見ウインドアンサンブル
による演奏

１０日(土)

◎吉本興業お笑いライブ
・たむらけんじ
・タカダコーポレーション
・バッドボーイズ

◎カラオケ　◎ビンゴ

１１日(日)

鳴滝祭
前売券の購入・予約方法

【新見市内のプレイガイドでの販売】

備北民報社、Ｙショップヤマザキ（高

尾）、フィール、お好み焼あい、家元電

器㈱、横井商店、㈲備北トラベル、Ｙ

フーズショップ（西方土井）

【電子メールでの予約】

◆前売券予約メールアドレス

　narutaki@niimi-c.ac.jp

①件名「チケット予約」

②予約者の氏名・住所・電話番号・希

望枚数を明記してください。

※５月９日の18時まで受け付けてい

ます。なお、電話によるチケット予約

はできません。

吉本興業お笑いライブ
１１日（日） １４：００～　前売券 ７００円

たむらけんじたむらけんじ

バッドボーイズバッドボーイズ

タカダコーポレーションタカダコーポレーション
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佐
山
の
麓
、
大
佐
小
阪
部
に
大

佐
神
社
が
あ
り
ま
す
。
起
源
は

古
く
、
１
２
０
０
年
前
の
平
安
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
氏
神
様
と

し
て
崇
め
ら
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
し

て
多
く
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
地
区
の

人
々
の
幸
せ
と
五
穀
豊
穣
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

神
社
で
の
奉
納
イ
ベ
ン
ト
は
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
大
佐
神
社

で
は
、
先
年
、
世
界
一
の
太
鼓
演
奏
グ

ル
ー
プ
「
マ
マ
デ
ィ
ケ
イ
タ
」
の
公
演

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
今
で

も
感
動
覚
め
や
ら
ぬ
素
晴
ら
し
い
演
奏

が
心
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

時
が
経
ち
、神
社
の
周
辺
に
は
地
域

住
民
の
散
歩
道
が
で
き
、以
前
の
う
っ

そ
う
と
茂
っ
た
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
な

く
な
り
、見
違
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、行
き
過
ぎ
た
開

発
で
は
な
く
、し
っ
と
り
と
落
ち
着
い

た
風
情
の
あ
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
司
の 
戸  
部  
廣  
徳 
さ
ん
と
奥
様
の 
典 

と 

べ 

ひ
ろ 
の
り 

の
り

 
子 
さ
ん
は
、
毎
日
、
神
社
を
守
る
た
め

こに
お
勤
め
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
神

社
の
社
務
所
は
、
近
年
建
て
替
え
ら
れ
、

玄
関
は
和
風
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
普
段
の
お
参
り
や
七
五
三
の
お

参
り
の
時
に
は
、
温
か
い
お
茶
で
素
敵

な
お
も
て
な
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
は
、
典
子
さ
ん
が
講
師
を
務

め
て
い
る�
リ
ビ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
�

も
こ
こ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
と
、「
四
季
を
通
し

て
こ
の
場
所
で
行
わ
れ
る
稽
古
は
心
が

落
ち
着
き
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
て

い
る
。」
と
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
末
に
取
材
に
訪
れ
た
と
き
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

稽
古
場
の
傍
に
は
、氏
子
の 
本  
田  

明 

ほ
ん 

だ 

あ
き
ら

さ
ん
の
「
子
年
の
絵
馬
」
が
立
派
に
出

来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
務

所
内
に
は
、
典
子
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

セ
ン
ス
の
良
い
装
飾
品
が
並
び
、
華
や

か
さ
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
手
頃
な
価

格
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
稽
古
の

後
、
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の

「
井
戸
端
会
議
」も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ

と
か
。
み
な
さ
ん
、
古
式
ゆ
か
し
い
大

佐
神
社
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

癒しのひととき…

大

神社の社務所を利用して行っている“リビングフラワー教室”の様子。

講師を務める
　戸部典子さん（大佐小阪部）

まちや

�
大
佐
神

大
佐
神
社
で 

　
　
　

花
あ
そ
び

あ
そ
び

むらの
 あ これれ
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家
屋
を
建
築
す
る
際
に

必
ず
行
わ
れ
た
の
が
こ

の
「
胴
突
き
」
で
あ
り
、
そ
の

時
に
歌
わ
れ
た
の
が
「
胴
突
き

唄
」
で
す
。
し
か
し
、
機
械
の

進
歩
や
建
築
様
式
の
変
遷
に
よ

っ
て
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
目

に
す
る
こ
と
は
な
く
、
唄
を
聞

く
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
胴
突
き
に
関
す
る

も
ろ
も
ろ
の
こ
と
に
つ
い
て
知

る
た
め
、
新
見
市
上
熊
谷
で　
５０

年
以
上
に
わ
た
り
大
工
職
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る 
仲  
田  
健 
さ

な
か 

だ 

け
ん

ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

仲
田
さ
ん
は
、「
胴
突
き
唄
は

昔 
、

１升徳利を真ん中に置
き、女性の腰紐を結び
付けて前後左右に引き
ながら、棟梁が正面に
座って音頭を取りなが
ら歌う。周囲の者も棟
梁に合わせて歌う。

�
胴
突
き
突
き （
唄
）

（
唄
）

も
と
も
と
地
盤
を
固
め
る
と
き

に
歌
う
も
の
だ
が
、
機
械
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
登
場
に
よ
り
、

今
で
は
歌
う
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
普
請
が
完
了

し
た
後
の
宴
会
後
の
大
工
送
り

の
際
や
新
築
祝
い
の
宴
席
で
歌

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

胴突きとは…

●土木・建築で、地盤

をつき固めること。

●胴突き・くい打ちな

どに使用する道具。や

ぐらを組み、重い石塊

や丸太材に数本の縄を

つけ、その縄を人が引

いて上下に動かす。

三
、
こ
ち
の
お
い
え
は

　
　

だ
ん
ご
か
も
ち
か
よ

　
　

も
ち
は
も
ち
で
も

　
　

か
ね
も
ち
じ
ゃ

　
　
（
お
も
し
ろ
や
）

　
　
　
　
　
　
　

以
下
つ
づ
く
…
…

二
、
つ
る
が
ま
い
ま
す

　
　

こ
の
や
の
う
え
で
よ

　
　

す
え
は
は
ん
じ
ょ
の

　
　

み
し
る
し
に

　
　
（
お
も
し
ろ
や
）　
 

　

今
月
号
か
ら
新
見
市

報
道
委
員
が
取
材
と
編

集
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。

　

季
刊
ご
と
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
身
近
な

話
題
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
新
見
市
報
道
委
員
】

戸
田　
　

博（
上 

熊 

谷
）

古
屋　

和
夫（
正　
　

田
）

橋
本　

直
人（
新　
　

見
）

宮
田　

恵
介（
新　
　

見
）

吉
田　

政
子（
大
佐
田
治
部
）

中
田　

暘
子（
神
郷
油
野
）

小
川
け
い
子（
哲
多
町
田
淵
）

岡
崎　

洋
子（
哲
西
町
矢
田
）

仲
田　

康
豊

（
市
議
会
総
務
常
任
委
員
長
）

千
葉　

哲
也（
企
画
課
長
）

一
、
う
れ
し
め
で
た
の

　
　

若
松
様
よ　

な
ー

　
　

枝
も
栄
え
て

　
　

葉
も
茂
る

　
　
（
お
も
し
ろ
や
） 

 ちょ っ
 と

  ひ と
 い き
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ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提案＆お便りの送り方

�４月号で配布した専用用
紙またはハガキに、①提
案②住所③氏名④年齢⑤
電話番号を書いてお送り
ください。
�専用用紙は、折りたたむ
と封書になります。切手
をはらずにポストに入れ
てください。（来年の３
月末まで使用できます）
�ファックス、電子メール
でも受け付けていますの
でご利用ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 　　okayama.jp

は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は

い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便

り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
は
、

匿
名
の
扱
い
も
可
能
で
す
。
そ
の
場
合

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
孫
達
が
自
然
の
中
で

遊
べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
は
、
あ
れ
も
し
た
い
、
こ
れ

も
し
た
い
と
考
え
る
な
ど
、
私

自
身
が
子
ど
も
に
戻
っ
た
か
の

よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
。
私
が

考
え
て
い
る
里
山
風
景
の
再
現

ま
で
は
ま
だ
数
年
か
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
頑
張
る
つ
も
り

で
す
。

　

お
近
く
を
通
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
田
舎
で
第

三
の
人
生
を
送
り
た
い
。
そ
の

想
い
で
こ
の
地
に
や
っ
て
き
て

早
や
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今

は
単
身
で
す
が
、
妻
も
仕
事
を

辞
め
れ
ば
来
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
地
は
元
来
山
林
で
し
た
。

木
を
伐
採
し
、
株
を
掘
り
起
こ

し
、
小
屋
を
建
て
、
井
戸
を
掘

り
、
水
を
確
保
し
ま
し
た
。
最

初
の
三
か
月
位
は
手
続
き
の
ミ

ス
で
電
気
が
来
な
く
て
ロ
ウ
ソ

ク
で
生
活
し
ま
し
た
。
自
給
自

足
は
無
理
と
し
て
も
せ
め
て
野

菜
く
ら
い
は
作
ろ
う
と
、
無
農

薬
に
こ
だ
わ
り
家
庭
菜
園
を
や

っ
て
い
ま
す
。　

趣
味
の
エ
ビ

ネ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
椎
茸
栽

培
を
は
じ
め
、
メ
ダ
カ
の
飼
育
、

山
掃
除
な
ど
も
や
り
、
た
ま
の

息
抜
き
に
は
渓
流
釣
り
な
ど
も

『田舎暮らしがしたい』
 水  田   義 紀   さん

みず た よし き

［哲多町田淵］57歳・古物商
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南 か ら

北

か

ら

第　

通
３８

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

Ｈ　

年
３
月
野
沢
に
て

２０

 山  田 　泉   さん（４９歳）

やま だ いずみ

（旧姓　辻原）
岡山市（出身：新見市西方）

国家公務員

る
と
、
子
供

た
ち
が
「
お

〜
、
今
日
は
オ
カ
ン
が
お

る
〜
」
と
驚
く
場
面
も
。

　

こ
う
し
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
動
い
て

は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
寄
る
年
波
に

は
勝
て
ず
更
年
期
障
害
が
…
…
そ
し
て
故
郷

の
友
人
の
こ
と
が
懐
か
し
く
な
っ
て
く
る
も

の
。
２
月
に
は
小
学
校
時
代
の
友
人
と
札
幌
雪

祭
り
に
行
き
、
こ
れ
か
ら
は
年
１
回
の
旅
行
を

恒
例
行
事
に
し
よ
う
と
話
し
あ
っ
た
ば
か
り
。

　

里
帰
り
や
仕
事
で
訪
れ
る
新
見
。
懐
か
し
い

故
郷
、
す
ば
ら
し
い
自
然
と
と
も
に
発
展
し
ま

す
よ
う
に
！

皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
中
学
卒

業
後
、
新
見
を
離
れ
早
や　

年
。
４
年

３３

前
の
中
学
の
同
窓
会
で
は
、　

年
ぶ
り
の
み
ん

３０

な
の
顔
が
懐
か
し
か
っ
た
。「
就
職
は
新
見
で
」

と
思
い
市
役
所
を
受
け
、
見
事
二
次
で
見
放
さ

れ
た
苦
い
思
い
出
も
懐
か
し
い
。

　

現
在
は
、
大
学
生
の
娘
・
高
校
生
の
息
子
・

頼
り
に
な
る
夫
�
と
い
う
家
族
に
恵
ま
れ
、
休

日
は　

歳
か
ら
始
め
た
登
山
、
テ
レ
マ
ー
ク
ス

４０

キ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
趣
味
三
昧
…
。
特
に

テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
は
最
高
�
ス
キ
ー
場
だ
け

で
な
く
雪
山
に
入
り
込
ん
で
は
転
が
り
な
が
ら

滑
り
降
り
る
こ
と
を
極
上
の
楽
し
み
と
し
て
い

る
。
と
い
う
訳
で
、
休
日
に
た
ま
に
自
宅
に
い

★

タ
ラ  
ア
ラ
イ
ア
ス
さ
ん

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身

大
佐
中
、
新
見
第
一
中
学
校
に
勤
務

　Hello again, everyone! I hope the winter was not too 
harsh, and that you did not catch cold. It was much colder 
and with a lot more snow, wasn't it? It never snows in my 
hometown of Santa Rosa, California, in the U.S., but I 
really enjoyed it!  
　I have been enjoying my time here in Niimi, although I 
do get a little homesick and miss living in a big city.  But 
the “inaka” is certainly beautiful and charming.  I beat the 
blues by being involved in the community through 
eikaiwa classes and practicing Zen Bhuddism.  Do you 
know the sound of one hand clapping?
 　I have made many good friends with whom we have 
shared culture and food and nice time.  And through my 
friendships, I have had many “first experiences” too!  
Recently I was treated to wear kimono with a traditional 
Japanese hairstyle.  The memory about it and the people 
who helped me will last a lifetime!!  I also stayed at a 
traditional Ryokan, went skiing, and bathed in an outdoor 
onsen for the first time.  
　When I return to the United States, my dream is to 
become and elementary school teacher.  I am looking 
forward to teaching my students about the beauty and 
cultural richness of Japan and its people!  Thank you all 
again for your kindness and hospitality.  Please have a 
wonderful summer!

　こんにちは、みなさん！この冬は寒さが一段と厳しくて、
風邪などひきませんでしたか。例年に比べて雪も多かっ
たみたいですね。私の故郷のアメリカのカリフォルニア州
サンタロサでは雪が降らないので、私はこの冬をとても
楽しめました。
　ちょっとだけホームシックになったのと、都会暮らしが
恋しかったことがありましたが、本当に美しくて魅力的な
“いなか・新見”での生活をエンジョイしています。また、
地域での英会話教室や座禅体験の時には、私はブルース
を演奏しました。
　そして、文化や食べ物、良い時間を分かち合うことので
きる良い友だちがたくさんできました。この友情を通して、
初めての経験もたくさんできています。最近では、伝統
的な日本の髪型で着物を着させてもらいました。そんな
思い出や人々の手助けが私の生活を支えてくれているの
です。風情のある旅館に泊まったり、スキーに行ったり、
露天風呂にも生まれて初めて入りました。
　アメリカに帰ったら、小学校の先生になるのが夢です。
そして日本の美しさや豊かな文化、人々のことを、子ども
たちにたくさん教えたいと思っています。みなさんからの
親切やお持てなしにとても感謝しています。どうぞ、すば
らしい夏を過ごしてください！
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縄文造形作品の
野焼きを披露
◆春の縄文野焼き祭り

　４月13日、法曽陶芸館（猪風来美術館）で

「春の縄文野焼き祭り」が開催されました。

当日は朝から火を入れ、 猪  風  来 館長や法曽
い ふう らい

焼同好会の会員らが作成した作品約５０点の

野焼きを行いました。また、同会場では同

好会会員によるそばまんじゅうなども振る

舞われ、大勢の見物客で賑わいました。

市内初の認定こども園がスタート
◆認定こども園上市幼稚園で入園・開園式

　４月１０日、認定こども園上市幼稚園で入園式と開

園式が行われ、園児や保護者ら関係者約１３０人が出

席しました。同施設は北部エリアを対象として幼稚

園に保育所や子育て相談などの支援機能を持たせた

もので、市内で初めて設置され、今後はこれまでと

同様に幼稚園教育や長時間保育も行うほか、毎週火

曜日と木曜日の午前中は子育て相談や親子の交流の

場としての利用ができるよう、園の一室が開放され

ます。式の終了後、園児みんなでシャボン玉を飛ば

し、園児の元気で楽しそうな声が園全体に響きわ

たっていました。

携帯電話不感地域を
大幅に解消
◆ソフトバンクモバイル社が市長に報告

　４月１０日、ソフトバンクモバイル社中国技

術部の 久  保  田  寿  良 部長らが市役所を訪れ、石
く ぼ た ひさ よし

垣市長に同社が市内で進めていた携帯電話の

基地局増強工事（新見プロジェクト）が３月

３１日に完了したことについての報告が行わ

れ、額入りの市内基地局位置図が市長に贈呈

されました。今回の工事により、市内の携帯

電話基地局は、これまでの１４基から１６２基へ

と大幅に増設され、人口カバー率も９６％にな

りました。
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子どもたちも大喜び！
◆にいみこどもフェスタinしんごう２００８

　４月２０日、神郷下神代のやまびこ広場神

郷で「こどもフェスタinしんごう２００８」が

開催されました。新見公立短期大学幼児教

育学科の学生たちによる楽しい歌や、劇

「つるのおんがえし」などが上演され、会場

を訪れた子どもたちは、学生たちと一緒に

手遊びを行うなど大喜びでした。

日頃の訓練の成果を発揮
◆消防操法訓練大会

　４月１３日、哲多町花木の哲多農村広場で

「新見市消防操法訓練大会」が開催されまし

た。大会には９分団から１９チームが出場

し、ポンプ車操法の部では神郷分団、小型

ポンプ操法の部では神郷分団Ａチームが優

勝しました。今回優勝した両チームは、５

月１８日に岡山市瀬戸町の岡山県消防学校で

開催される第５５回岡山県消防操法訓練大会

に出場します。

子どもからお年寄りが
集う施設に！
◆新見市学術交流センターがオープン

　４月６日、新見公立短期大学敷地内で関

係者約２００人が出席し、「新見市学術交流セ

ンター」のオープン行事が催されました。

同施設は６万７３６９冊の蔵書を備え、ＩＣタ

グ（電子識別票）で貸出・返却、管理を行

うほか、講演会などが実施できる交流ホー

ルなども設置されています。また、あわせ

て、短大、地域、行政が協働で子育てを支

援する「にいみ子育てカレッジ」もスター

トし、早速子どもたちは学生と一緒にプレ

イルームで遊びました。
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 新見市健康増進計画が
策定されました!! 

 

健
康
増
進
計
画
っ
て
な
に
？

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
み
願
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
願
い
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
本

市
で
は
、
総
合
振
興
計
画
の
基
本
目
標
の
１
つ

で
あ
る
「
や
さ
し
さ
の
健
康
都
市
」
の
実
現
の

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
新
見
市
健
康
増
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

ど
の
よ
う
に
作
っ
た
の
？

　

策
定
委
員　

名
と
、
新
見
市
健
康
増
進
計
画

１７

推
進
部
会
の
委
員　

名
が
中
心
と
な
り
、
各
地

２５

域
の
団
体
の
人
の
ご
意
見
や
、市
民
１
’０
０
０

名
と
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。

 

健
康
増
進
計
画
っ
て 

 

ど
ん
な
内
容
な
の
？ 

　

計
画
で
は
、
人
生
を
４
つ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
分
け
各
項
目
ご
と
に
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
、
家
族
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
で
き
る
こ

と
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
等
を
具
体
的
に
示
し

て
い
ま
す
。

　
　

年
後
の
目
標
を
掲
げ
、
見
直
し
を
図
り
な

１０
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

 「
健
康
づ
く
り
」
に 
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

「
新
見
市
で
は
ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
」、

ま
た
「
自
分
や
家
族
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
何
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

る
の
か
」
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
で
、
誰

も
が
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ど
ん
な
ふ
う
に
役
立
て
て
い
く
の
？

　

「
健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
今
後
、
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
健
康
増
進
計
画

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
�
ニ
ッ
ピ
ー
く
ん
�

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
、
家
族
や
地
域
で

は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

 

計
画
は
ど
こ
で
見
る
こ
と
が 

 

で
き
る
の
？

 
＊
新
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
健
康
づ
く
り
課
・
各
支
局
・
各
市
民

セ
ン
タ
ー
や
、
各
保
育
園
･
幼
・
小
・
中
・
高

等
学
校
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
配
布
し
て
い
る
「
新
見
市
保
健
事
業
年
間

計
画
表
」
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

 

今
年
度
の
目
標
は
…

  
今
年
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
新
見
市

健
康
増
進
計
画 
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

市
報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
計
画
の

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
り
、
み
な
さ

ん
か
ら
こ
の
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め
の
様
々

な
�
ご
意
見
・
ご
提
案
�
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

《
４
つ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
》

★
乳
幼
児
期
（
妊
産
婦
期
）
０
〜
５
歳

★
学
童
思
春
期　
　
　
　
　

６
〜　

歳
１９

★
青
壮
年
期　
　
　
　
　
　
　

〜　

歳

２０

６４

★
高
齢
期　
　
　
　
　
　
　
　

歳
以
上

６５

《
８
つ
の
項
目
》

�
食
生
活
・
食
育

�
身
体
活
動
・
運
動

�
休
養
・
心
の
健
康

�
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル

�
歯
と
口
腔

�
生
活
習
慣
病

�
事　

故

�
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

　

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
）

《健康増進計画イメージ
  キャラクター》

ニッヒーくん★
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

9時から17時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

担当病院 診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時　 診療科目：内科、小児科

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

５月３日（土）
新見市 長谷川紀念病院 �72-3105     
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

５月４日（日）
新見市 渡辺病院 �72-2123         
庄原市 日伝医院 �08477-2-2180
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 杉山医院（内）  �0867-42-5012
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

５月５日（月）
新見市 太田病院 �72-0214         
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 人見医院（内）  �0867-44-2133

５月６日（火）
新見市 渡辺病院 �72-2123         
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

５月１１日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110　
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市 湯原温泉病院（外） �0867-62-2221
真庭市 石賀医院（内） �0867-66-3041

５月１８日（日）
新見市 渡辺病院 �72-2123         
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 まにわ整形外科（外） �0867-42-7300
真庭市 廣恵医院（内・外） �0866-52-5020

５月２５日（日）
新見市 長谷川紀念病院 �72-3105     
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 中井医院（内） �0867-44-4848

６月１日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110　
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 吉弘クリニック（内） �0866-52-2704

６月８日（日）
新見市 太田病院 �72-0214         
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 金田病院（内・外）  �0867-52-1191
真庭市 遠藤クリニック（外） �0867-66-3002

●3～4か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成２０年１月生１３：００～１３：１５新見市保健福祉センター水５月１４日

●1歳6ヶ月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１０月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火５月２０日

●2歳6ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１０月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火５月１３日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年１０月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火５月２７日

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）、座談会、育児相談
持参するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月５月１９日

●子宮がん検診（集団検診）
受付時間会　　場曜日月　日

１０：００～１１：００
おおさ総合センター金５月３０日

１３：００～１４：００
１０：００～１１：００

神 郷 保 健 セ ン タ ー月６月２日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

き ら め き 広 場・哲 西火６月３日
１３：００～１４：００
１０：００～１０：３０大田ふれあいセンター

水６月４日 １１：００～１１：３０新 砥 公 民 館
１３：００～１４：００夢 ひ ろ ば 萬 歳
１０：００～１１：００

哲 多 総 合 セ ン タ ー木６月５日
１３：００～１４：００

詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
時　　間会　　場曜日月　日

１０：００～１２：００
新 見 公 立 短 期 大 学土５月１０日

１３：００～１５：３０
１０：００～１１：３０き ら め き 広 場・哲 西

木６月５日
１３：００～１５：００松陽産業�岡山工場
１０：００～１２：００備中県民局新見支局月６月９日
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第　

回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ

４１
ー
ル
リ
ー
グ
2
部
岡
山
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す　
！！

　

第　

回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

４１

ル
リ
ー
グ
２
部
岡
山
大
会
が
５
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、
新
見

１６

１８

市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る

９
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
県
内
か
ら
は
平
林
金
属
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま

す
。

　

日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ピ
ー

ド
＆
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
体
感
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月　

日
�
〜　

日
�

１６

１８

　
　

時
〜　

時

１０

１６

■
場
所

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園
■
主
催

　

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

■
主
管

　

岡
山
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事

務
局
（
新
見
市
民
体
育
館
�
・

F
A
X
�
７
３
８
９
）

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会 

手
話
講
座
受
講
者
募
集

　

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

聴
覚
障
害
者
の
生
活
や
、
関
連
す

る
福
祉
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解

と
認
識
を
深
め
、
手
話
の
普
及
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
す
た
め
、「
手
話
講

座
」
を
開
講
し
ま
す
。

■
開
講
日
時

【
開
講
曜
日
】

　

平
成　

年
３
月
ま
で
の
第
１
・

２１

第
３
土
曜
日
（
た
だ
し
、
１
・

５
月
は
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

【
開
講
時
間
】

○
入
門
講
座

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１２

３０

○
基
礎
講
座

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

■
会
場

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　

各
コ
ー
ス　

人
２０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
対
象
者

○
入
門
講
座

　

手
話
の
学
習
経
験
が
な
い
人
、

ま
た
は
入
門
程
度
の
人
で
、
継

続
し
て
参
加
で
き
る
人

○
基
礎
講
座

　

入
門
課
程
を
修
了
し
た
人
、
ま

た
は
同
程
度
の
手
話
技
術
を
習

得
し
た
人
で
、
継
続
し
て
参
加

で
き
る
人

■
参
加
費　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担

■
募
集
期
間

　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

新
見
市
新
見
１
２
２
�
５

　

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
�
�
７
３
０
６
）

岡
山
県
健
康
の
森
学
園 

田
植
え
祭
り

　

健
康
の
森
学
園
で
園
生
た
ち
と

一
緒
に
田
植
え
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

土
の
感
触
を
味
わ
い
な
が
ら
１

本
１
本
手
で
植
え
ま
す
。
み
ん
な

で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
田
植
え
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

　

大
勢
の
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

５
月　

日
�

３０

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１３

３０

■
開
催
場
所

　

健
康
の
森
学
園
内
の
水
田

■
申
し
込
先
み　

�
�
２
９
９
５

■
申
込
締
切　

５
月　

日
�

１６

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■軽自動車税 全期
　＜納期限：６月２日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 632人（－２１４人）
　　男　　16， 967人（－ ９１人）
　　女　　18， 665人（－１２３人）
　出生…１７人　　転入…９３人
　死亡…３２人　　転出…２９３人
　世帯数　１３， ０３５世帯（－３５世帯）
　 （平成２０年３月末日現在）
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●こどもの読書週間「こどもお楽しみ会」
　５月１０日�　１４：００～１５：００
　　新見子供読書会のみなさんによる絵本の読み聞か

せ・人形劇・絵巻物・手遊び・うた遊び・紙芝居・
やさしい工作など。

●こども映画会
　５月１０日�　１５：００～１５：３０
　　アニメ「おむすびころりん」「きんたろう」
●ブックスタート　
　６月３日�　乳児健康診査（９～１０か月）
　　１３：３０～１５：００
　　対象：健康診査乳児（平成１９年７・８月出生児）と

保護者
　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）２Ｆプレイルーム
　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者に

伝えながら、絵本などが入ったブックスタートパッ
クをお渡しします。

●読書ボランティア養成講座
　①絵本の読み方・選び方
　　５月１７日�　１４：００～１５：３０　にじの会　高本靖子
　　　浅口市立鴨方図書館　清水房恵
　②小道具を使ったお話
　　５月２５日�　１４：００～１５：３０　にじの会　道広成子
　●休館日　６日・１２日・１９日・２３日・２６日～３１日
　☆特別館内整理休館のお知らせ
　５月２６日�～６月４日�
　　特別館内整理のため休館します。期間中は図書の貸

出業務などはできません。図書等の返却は６月５日
以降にお願いします。

●第８７回子どもの読書を考える会
　５月１０日�　１５：００～１５：３０
　　子どもの本の好きな大人の集会です。
●第６７回新見ブックスタートの会
　５月１０日�　１５：３０～１６：００
　　場所：図書館４Ｆ編集室　
　 
 
●休館日　毎週水曜日

●こども映画会
　５月１０日�　１４：００～　「ぼくは王さま」
●おはなし会
　５月２４日�　１４：００～
　※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、今
月から第１・第３月曜日の１０：００～１２：００になりました。

●休館日　毎週月曜日

●休館日　毎週木曜日、３０日

平
成　

年
度
新
規
学
校
卒
業

２０

者
対
象
求
人
説
明
会
並
び
に

公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
研

修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
た
か
は
し
で
は
、

平
成　

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

２１

を
対
象
と
す
る
求
人
業
務
取
扱
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係
事
業

所
の
み
な
さ
ん
の
多
数
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

６
月　

日
�

１１

　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

■
場
所

　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル　

　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

■
内
容

　

当
日
は
就
職
差
別
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
公
正
採
用
人
権

啓
発
問
題
の
正
し
い
理
解
と
認

識
に
関
す
る
講
習
を
行
い
、
募

集
活
動
・
採
用
選
考
に
関
す
る

取
扱
い
を
説
明
し
ま
す
。
な
お
、

今
年
度
も
高
梁
公
共
職
業
安
定

所
と
新
見
出
張
所
が
合
同
で
開

催
す
る
た
め
、
新
見
市
内
に
お

い
て
の
新
規
学
校
卒
業
者
対
象

求
人
説
明
会
は
開
催
い
た
し
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
た
か
は
し
（
高

梁
公
共
職
業
安
定
所
）

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
２
９
１
）

心
の
健
康
相
談
の 

開
催
に
つ
い
て

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。�
気
分
が
落
ち
込

む
、
何
を
す
る
の
も
お
っ
く
う
。�

�
物
忘
れ
が
激
し
い
…
も
し
か
し

て
認
知
症
？
��
人
の
視
線
が
気
に

な
る
。
�
等
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
思
春
期
の
心

の
相
談
も
行
っ
て
ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

５
月　

日
�

１５

　

６
月
５
日
�
、
６
月　

日
�

１９

　
　

時
〜　

時

１３

１５

■
場
所

　

新
見
保
健
所

　

必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
新

見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
５
６
９
１
）

新見図書館 ��２８２６

哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまび こ広場神郷 図書コーナー ��６１１０

新見市学術交流センター図書館 ��０６６４
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

�
岡
山
県
国
際
交
流
協
会
で
は

県
内
在
住
外
国
人
の
方
に
日
本
語

を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

６
月
７
日
�
・　

日
�
・　

日

１４

２８

�
・
７
月
５
日
�

　
　

時
〜　

時

１３

１６

■
場　

所

　

総
社
市
中
央
１
�
１
�
３

　

総
社
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
等

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　
　

名
３０

■
申
込
期
間　

　

５
月
１
日
�
〜
６
月
４
日
�

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岡
山
県
国
際
交
流
協
会
企
画

情
報
課
情
報
班

　

岡
山
市
奉
還
町
２
�
２
�
１　

　

（
�
０
８
６
�
２
５
６
�
２
９

１
４  
F
A
X 
０
８
６
�
２
５

６
�
２
４
８
９
）

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座
の

開
催
に
つ
い
て

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、「
今
注

目
の
ニ
ュ
ー
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
回
の
み
の
参
加
も
可
能
（
※

要
予
約
）
な
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
講
日
時

　

５
月　

日
�
・　

日
�
・　

日

１７

２４

３１

�
・
６
月
７
日
�

　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

■
場
所

　

吉
備
国
際
大
学
国
際
交
流
会
館

■
募
集
対
象

　

高
校
生
・
大
学
生
・
一
般

■
受
講
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

電
話
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
間

　

４
月　

日
�
〜
５
月　

日
�

２５

１２

■
申
し
込
み
先

　

高
梁
市
伊
賀
町
８

　

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座
事
務

局

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
９
４
５
４
）

が
ん
ば
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え

て
い
る
人
、
仕
事
を
し
て
い
る
が

よ
り
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
い

と
意
欲
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
と

し
た
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
機
能
・

操
作
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
、
日
商
Ｐ
Ｃ

（
文
書
作
成
）
３
級
の
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

毎
回　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２１

　

５
月　

日
�
・　

日
�
・　

日

２２

２７

２９

�
・
６
月
３
日
�
・
５
日
�
・

　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
・

１０

１２

１７

　

日
�
・　

日
�
（
計　

日
間
）

１９

２４

１０

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）では、子育てに不安・悩み等を持つお母さ
んが、安心して子どもを産み育てることができるための子育て支援講座を開催します。
　みなさんの参加をお待ちしています。

もっと自分を好きになる講座もっと自分を好きになる講座も っ と 自分を好き に な る講座も っ と 自分を好き に な る講座子育て
ママ

のため
の

■受講料　無料

■申込方法　電話、ＦＡＸ、ハガキ、電子メールで①氏

名　②電話番号　③「もっと自分を好きになる講座」

希望とお知らせください。

　※個人情報は当該事業のみに使用します 

■申込み・問い合わせ先

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）

�０８６－２３５－３３０７（火～土曜日 ９：００～１２：００、日・

祝日 ９：３０～１７：００）　ＦＡＸ０８６－２３５－３３０６

電子メール　danjo@pref.okayama.lg.jp

※託児あり（無料・要電話予約５月１３日�締切）

●日時　５月２０日�　１０：３０～１２：３０

●会場　岡山市中山下１-８-４５　ＮＴＴクレド岡山ビル１７階

　　　　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）

●講師　 北  村   年  子 さん（ルポライター、自己尊重トレーニング・トレーナー）
きた むら とし こ
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※
講
座
の
最
終
日
に
日
商
Ｐ
Ｃ

検
定
を
行
い
ま
す
。

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
２
Ｆ　

パ

ソ
コ
ン
教
室

■
募
集
人
数

　
　

人
（
原
則
、
求
職
者
を
優
先

２０し
ま
す
）

■
対
象
者

　

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

　

パ
ソ
コ
ン
を
仕
事
に
生
か
し
た

い
と
お
考
え
で
、
キ
ー
ボ
ー

ド
・
マ
ウ
ス
操
作
が
十
分
に
で

き
る
人

■
申
込
期
限

　

５
月　

日
�

１２

■
受
講
料

　

無
料

■
申
し
込
み
先

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
事
務
局
（
新
見
市
役
所
商
工

観
光
課
内
）

　

（
�
�
６
１
３
７
）http

：
//w
w

w
.n
iim
i-k
o
y
o
u
.c
o
m
/

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
催 

教
養
講
座
受
講
者
募
集　
！！

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、　

１５

〜　

歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
を
対

３５
象
に
、
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
教

養
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
次
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
作

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
の
講
座
も
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
材
料
費
（
一
回
当
た

り
１
’０
０
０
円
程
度
）
が
必
要

で
す
。

【
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
講
座
】

■
期
間

　

６
月
３
日
�
〜
７
月　

日
�

２２

　

毎
週
火
曜
日
の
８
日
間

　
　

時
〜　

時

１９

２１

■
会
場

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

研
修
室

■
定
員

　
　

名
１６

【
華
道
教
室
】

■
期
間

　

６
月
４
日
�
〜
８
月
６
日
�

　

毎
週
水
曜
日
の　

日
間

１０

　
　

時
〜　

時　

分

１９

２０

３０

■
会
場

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

研
修
室

■
定
員

　
　

名
１５

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座
】

■
期
間

　

６
月
５
日
�
〜
７
月　

日
�

１０

　

毎
週
木
曜
日
の
６
日
間

　
　

時
〜　

時

１９

２１

■
会
場

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

研
修
室

■
定
員

　
　

名
１０

【
お
菓
子
作
り
講
座
】

■
期
間

　

６
月
６
日
�
〜
８
月
８
日
�

　

毎
週
金
曜
日
の　

日
間

１０

　
　

時
〜　

時

１９

２１

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
定
員

　
　

名
１６

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
体
育
館

　

（
�
�
７
３
８
９
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

（
�
�
３
３
７
５
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度

２０

７
・
８
月
採
用
の
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
２
等
陸
・
海
・
空
士

【
受
験
資
格
】

　
　

歳
〜　

歳
未
満
の
男
子

１８

２７

【
受
付
期
間
】

　

６
月
５
日
�
ま
で

【
試
験
日
】
６
月
７
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
３
１
４
）

■問い合わせ先

　○自動車税について

　　岡山県自動車税事務所　　�０８６－２７３－９２９５

　　岡山県備中県民局税務部　�０８６－４２５－２１１１

　○軽自動車税について

　　新見市役所税務課市民税係　��６１１７

　自動車税・軽自動車税は、毎年４月１日現在の

登録（届け出）内容に基づき課税される税金です。

　５月中旬に納税通知書を送付しますので、６月

２日�までに最寄りの金融機関などで納めてくだ

さい。

　自動引き落としの申込みをされている場合は、

指定の預金口座から引き落としが行われますので、

残高の確認をお願いします。

　また、自動車の車検には納税証明書が必要です。

納税の際の領収書に証明書がついていますので、

大切に保管してください。

自動車税・軽自動車税は、

 6月2日 （月）ま で に納め ま し ょ う ！
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マ
イ
保
育
園
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

今
年
度
か
ら
市
内
の
身
近
な
市

立
保
育
所
を
「
マ
イ
保
育
園
」
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
育

児
相
談
、
一
時
保
育
や
保
育
所
行

事
へ
の
参
加
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で

　

①
妊
娠
中
の
人

　

②
在
宅
で
保
育
を
受
け
て
い
る

４
歳
未
満
の
児
童
並
び
に
そ
の

保
護
者

■
サ
ー
ビ
ス
内
容

　

①
保
育
士
等
に
よ
る
子
育
て
相

談

　

②
マ
イ
保
育
園
（
登
録
し
た
保

育
所
）
で
実
施
す
る
行
事
に
つ

い
て
の
情
報
提
供

　

③
登
録
児
童
の
一
時
保
育
（
平

日
の
８
時　

分
〜　

時
ま
で　

３０

１１

※
３
回
ま
で
無
料
）

■
登
録
方
法

　

希
望
す
る
市
立
保
育
所
へ
「
マ

イ
保
育
園
登
録
（
変
更
）
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　

（
�
� 
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　
　

（
�
� 
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　
　

（
�
� 
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　
　

（
�
� 
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　
　

（
�
� 
２
１
１
２
）

三
室
峡
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
祭
り　

　

三
室
観
光
組
合
で
は
新
見
市
神

郷
油
野
三
室
地
区
に
あ
る
三
室
総

合
案
内
所
を
会
場
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
室
峡
に
は
千
本
以
上
の
ホ
ン

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
自
生
し
て
お
り
、

毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に

か
け
て
三
室
峡
一
面
を
美
し
く
彩

り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
特
産
物
の
販
売
等

も
行
い
ま
す
の
で
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

■
日
時

　

５
月
４
日
�

　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
内
容

　

神
郷
神
明
社
に
よ
る
備
中
神
楽

　

地
元
特
産
物
の
販
売
等
各
種
バ

ザ
ー
等

■
問
い
合
わ
せ
先

　

三
室
観
光
組
合

　
　

（
�
�
７
１
５
７
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　
　

（
�
�
６
１
１
３
）

「
新
見
市
保
健
事
業
年
間
計

画
表
」の
訂
正
に
つ
い
て

　

４
月
に
各
世
帯
へ
お
配
り
し
ま

し
た
冊
子
「
新
見
市
保
健
事
業
年

間
計
画
表
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
と
訂
正
を
い
た

し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所

　
　

ペ
ー
ジ
の
各
種
検
診
料
金
の

１６「
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検

診
」
の
検
診
料
金
の
年
齢
区
分

の
う
ち
「　

歳
以
上
」
を
「　

７５

７０

歳
以
上
」
へ
訂
正
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

 
青  
龍  
寺 
観
音
堂

し
ょ
う 
り
ゅ
う 

じ

　
　
　
（
本
堂
）

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

　

新
見
の
青
龍
寺
観
音
堂
（
本
堂
）
は
、
唐
か
ら
帰
朝
し
た

空
海
が
諸
国 
巡

錫
 の
折
に
こ
の
地
に
足
を
と
ど
め
、
そ
の
山

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く

容
な
ど
が
唐
の
都
・
長
安
の
黒
髪
山
青
龍
寺
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
心
ひ
か
れ
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て 
伽  
藍 
を
建
立
し
、
真

が 

ら
ん

言
密
教
の
霊
場
と
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
天
正
３
年
（
１
５
７
５
）
の
毛
利
・
三
村
の
争

乱
に
よ
り
伽
藍
は
焼
失
し
、
万
治
年
間
（
１
６
５
８
〜
１
６

６
１
）
に
備
中
松

山
城
主
・ 
水  
谷  
伊 

み
ず 
の
や 

い

 
勢  
守  
勝  
隆 
が
焼
失

せ
の 
か
み 
か
つ 
た
か

前
の
状
態
に
再
建

し
た
も
の
が
現
在

の
本
堂
で
す
。

　

青
龍
寺
観
音
堂

（
本
堂
）
は
、
昭
和

　

年
９
月　

日
に

４４

２５

市
指
定
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

本堂
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月55・・66

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：３０～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　大道芸人ギリヤ－ク尼ヶ崎

の芸に涙し、その感動につき

動かされて創作した陶板レリ

ーフの大作「情念」や立体作

品などの情念シリーズ。

　北海道の原野で「生命のシ

リーズ」を創り、生命の形の

根源をつかんで、独自の世界

を開眼した猪風来氏は、「生命の中の心の領域」を創ろう

としていました。日本を代表する舞踏家・ギリヤーク尼

ヶ崎との出会いは芸術的共鳴を起こし、喜怒哀楽の極地

を表現する新たな作品群を生み出しました。

●観覧料　一　般…６００円（５００円）　中高生…３００円（２５０円）
　　　　　小学生…２００円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
永
田
萠
。
カ
ラ

ー
イ
ン
ク
を
駆
使
し
た
鮮
や
か
な
色
彩
と
想
像
力
で
描
き
続
け
る
「
花

と
妖
精
」
の
世
界
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
色
彩
を
生
か
し
た
作
品
に
は
草
花
と
無
邪
気
に
た
わ
む
れ
る
か

わ
い
い
妖
精
た
ち
が
た
く
さ
ん
登
場
し
、

私
た
ち
の
心
を
穏
や
か
に
和
ま
せ
、
夢
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
新
見
市
制
３
周
年
を
記
念

し
、　

年
を
迎
え
た
永
田
萠
の
画
業
を
、

３０

初
期
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
最
新
の
絹
絵
ま
で

代
表
作　

点
を
、　

年
ご
と
の
年
代
順
に

８４

１０

振
り
返
り
紹
介
し
ま
す
。

行 事 予 定

４
月　

日
�
〜
５
月　

日
� 

会
期
中
無
休

１７

１８

　

新
見
市
制
3
周
年
記
念
特
別
展
Ⅰ 

画
業　

年
記
念  
永  
田  
萠 
の
世
界
展

な
が 

た 

も
え

３０

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
夢
が
う
ま
れ
る
そ
の
時
に
〜

作品の前で「夢」を踊る
ギリヤーク尼ケ崎

※４月１７日（木）～５月１８日（日）は無休

◎市報にいみ４月号に掲載した観覧料に誤りがありました。正しくは上記
の料金になりますのでお知らせします。

木5 / 1
金2
●鯉が窪湿原まつり　きらめき広場・哲西　１１：００～１５：３０土3

日4
月5
火6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００

水7

木8
●特設人権・行政相談　新郷市民センター　９：００～１２：００
●心配ごと相談　新郷市民センター　９：００～１２：００
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　新見千屋温泉いぶきの里　１０：００～１５：００

金9

土10
日11
月12
火13
●特設人権・行政相談　哲多総合センター　９：００～１２：００
●全国市長会中国支部役員会・総会
　まなび広場にいみ　１３：００～

水14
木15
金16
土17
日18
月19
火20
●合同相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（※要予約）
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００

水21

木22
●荒木美峰書の世界展開会式　新見美術館　９：００～金23

土24
●岡山県スポーツ少年団軟式野球交流大会
　新見市憩いとふれあいの公園ほか　８：３０～　日25

月26
火27
水28
木29
●１日合同行政相談・特設人権相談
　まなび広場にいみ　１０：００～１５：００│
●特設人権相談　風広場おおさ　１０：００～１５：００
●特設人権相談　やまびこ広場神郷　９：００～１２：００
●特設人権相談　哲多総合センター　９：００～１２：００
●特設人権相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００

金30

●冒険カヌー川下りに挑戦！
　正田、石蟹付近の高梁川河原　１０：００～１５：００土31
●哲多ふるさとすずらんまつり
　本郷小学校周辺　９：３０～１５：００日6 / 1

月2
火3
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００木5
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター　１０：００～１５：００金6

土7

６月８日�まで
  企画展  猪風来情念シリーズ

大道芸人ギリヤーク 尼  ヶ  崎 ・鬼の踊り展
あま が さき

永田萠《妖精村一番地》
（Ｃ）Moe Nagata/Yohseimura.Co.,Ltd.

今後の予定
荒木美峰書の世界展　５月２３日�～６月２９日�



本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おお
めめでで
ととうう！！

お
た

ん
じょ
うび

お
めで
とう！

★６月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は５月15日）

◆４月17日から新見美術館で、新見市制３

周年記念特別展として「永
なが

田
た

萠
もえ

の世界展～

夢がうまれるその時に～」が開催されてい

ます。カラーインクを駆使し、豊かな色彩

を生かして作られた作品が多数展示されて

おり、この日美術館を訪れた新見保育所の

子どもたちも目を輝かせていました。

今月の表紙
　市報にいみ４月号にて、市制３周年

記念「新見千屋温泉いぶきの里」、「神

郷温泉」、「大佐風の湯温泉」の利用

無料券を配布しておりますが、このう

ち神郷温泉については施設内での漏

水が確認され、調査等のため当分の

間休業することとなりました。

　新見千屋温泉いぶきの里と大佐風

の湯温泉につきましては、引き続き

ご利用いただけます。

　みなさんにはご迷惑をお掛けしま

すが、どうぞご理解を願います。

■編集／新見市報道委員会
■発行／新見市
　〒718‒8501
　新見市新見310‒3
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114
■ホームページ
　http://www.city.niimi.
　　　　　　　　okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

５月号
平成20年5月1日  No.38

中中
なかなか

嶋嶋
しましま

  抹抹
まま

樹樹
きき

斗斗
とと

ちゃんちゃん

（哲西町畑木／５・26生）（哲西町畑木／５・26生）

渋
しぶ

川
かわ

 慎
しん

太
た

朗
ろう

ちゃん

（哲西町畑木／５・19生）

徳
とく

永
なが

 咲
さ

姫
ら

ちゃん

（下熊谷／５・９生）

道
みち

下
した

 温
はる

斗
と

ちゃん

（新見／５・１生）

前前
まえまえ

本本
もともと

  陽陽
はるはる

香香
かか

ちゃんちゃん

（長屋／５・24生）（長屋／５・24生）

渡
わた

邊
なべ

 慎
しん

也
や

ちゃん

（哲多町成松／５・17生）

山
やま

岡
おか

 紗
さ

英
え

ちゃん

（西方／５・９生）

柏
かし

葉
ば

 美
み

咲
さき

ちゃん

（足見／５・１生）

小小
おお

川川
がわがわ

  滉滉
こうこう

太太
たた

ちゃんちゃん

（草間／５・24生）（草間／５・24生）

中
なか

西
にし

 優
ゆ

月
づき

ちゃん

（高尾／５・16生）

佐
さ

倉
くら

　輔
たすく

ちゃん

（法曽／５・５生）

福福
ふくふく

田田
だだ

  旺旺
おうおう

真真
まま

ちゃんちゃん

（神郷油野／５・21生）（神郷油野／５・21生）

山山
やまやま

﨑﨑
さきさき

  大大
だいだい

智智
ちち

ちゃんちゃん

（大佐永富／５・16生）（大佐永富／５・16生）

木
き

曽
そ

田
だ

 梨
りん

花
か

ちゃん
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